
 平成25年度 舗装補修工法検討業務 実施概要 （発注者：太田土木事務所）  プロファ設計株式会社 

作業フロー 

②現地調査 

目視による破損要因推定 供用性（MCI)と経年の確認 

⑥対策すべき水準の決定 

交通量、疲労破壊輪数確認 管理水準の検討 

補修シナリオ複数設定、ライフサイクルコスト比較 

①事前調査 

舗装補修履歴調査 

①事前調査（舗装履歴調査）
目的：破損要因の推定

②現地踏査（破損状況簡易調査）
目的：性状（破損形態）把握

既存資料との照合
異常箇所位置特定

④路面性状値確認
目的：異常箇所定量評価
供用性レベルの把握

⑤健全度評価
劣化予測

破損要因特定

⑥対策すべき水準の決定
維持・修繕の必要性判断

⑦対策工法の選定
機能保全コスト比較

⑧最適シナリオ決定
対策数量・概算工事費計算

③交通量確認（センサスデータ）
目的：舗装計画交通量
（疲労破壊輪数）確認

START

END

工 事 名 施 工 場 所 数　量（㎡）

（主）前橋古河線試験舗装工事 太田市新道町 840 昭和 61 年 3 月

（主）前橋古河線 不明 1,532 昭和 63 年 3 月

（主）前橋古河線道路補修工事 群馬県太田市大字藤阿久 1,178 昭和 63 年 6 月

緊急地方道路整備工事 太田市大字別所 2,036 平成 元 年 1 月

緊急地方道路整備工事 新田郡新田町大根 2,336 平成 元 年 1 月

（主）前橋古河線道路補修工事 太田市藤阿久地内 456 平成 元 年 6 月

緊急地方道路整備工事 新田郡新田町大字大根 1,988 平成 元 年 11 月

緊急地方道路整備工事 太田市大字別所地内 2,204 平成 元 年 11 月

前橋古河線単独道路補修事業 群馬県太田市大字藤阿久地内 532 平成 2 年 4 月

前橋古河線緊急地方道路整備A舗装工事 新田郡新田町大字大根地内 2,263 平成 2 年 12 月

緊急地方道路整備事業A 新田町大字大根 3,403 平成 3 年 12 月

緊急地方道路整備事業A（舗補） 新田郡新田町村田 5,444 平成 4 年 11 月

舗装補修事業 新田町大字大根地内 5,236 平成 5 年 3 月

緊急地方道路整備事業（道舗） 新田町大字金井 5,464 平成 5 年 11 月

（主）前橋館林線緊急地方道路整備事業 新田町市野井 5,852 平成 8 年 1 月

（主）前橋館林線緊急地方道路整備事業 新田町市野井 5,852 平成 8 年 1 月

緊急地方道路整備事業分割2号（FMS) 太田市大字脇屋地内 4,765 平成 8 年 12 月

緊急地方道路整備事業分割2号 太田市大字脇屋地内 2,567 平成 8 年 12 月

住宅宅地関連公共施設整備促集事業
（道路特殊改良）分割2号 新田郡新田町大字市野井地内 1,578 平成 9 年 8 月

主要地方道前橋館林線舗装補修工事 境町上渕名 2,171 平成 10 年 12 月

完　成　年　月

フォームドマスチックシール（FMS）工法施工履歴（S61～H10、日本道路(株)提供）

破損の種類 リフレクションクラック 

想定される主な原因 下層のコンクリート版に発生したひび割れ、目地の真上に発生。

コンクリート版の目地やひび割れの部分で、交通荷重によって版

が水平方向に変位するために発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート舗装版の目地に沿ってひび割れが発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H16 切削オーバーレイ施工区間（経過年数 9 年） ひび割れ幅 W=1cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

H5 FMS 工法施工区間(経過年数 20 年) ひび割れ幅 W=4cm 

※経年数増加とともにひび割れ幅が増大し、乗り心地の低下を引き起こしている傾向が見られた。 

（ひび割れ本数の増加は、コンクリート版目地箇所に支配されるため、緩やかである。） 

 

 

損傷図の作成 

③交通量確認 

路　線　名 交通量観測地点地名

接続路線等 接続路線等

(km) （台） （台） （台） （台） （台） （台） (%) (%)

2 前橋館林線 大間々世良田線 新田市野井線 1.7 太田市新道町1365 14012 1483 15495 18131 2013 20144 1.30 9.3 9.6 1.33

2 前橋館林線 新田市野井線 桐生新田木崎線 .3 太田市新道町1365 14012 1483 15495 18131 2013 20144 1.30 9.3 9.6 1.33

2 前橋館林線 桐生新田木崎線 桐生新田木崎線 .3 太田市新道町1365 14012 1483 15495 18131 2013 20144 1.30 9.3 9.6 1.33

2 前橋館林線 桐生新田木崎線 鳥山竜舞線 3.4 太田市新道町1365 14012 1483 15495 18131 2013 20144 1.30 9.3 9.6 1.33
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舗装計画交通量（台/日・方向）の範囲
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250以上1,000未満
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計画交通量の区分

N7

N2
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④路面性状値確認 

起点 ～ 終点

20.5 ～ 20.6 0.1 1992 2010 216 8,722,000 25.7 8 4.1
20.6 ～ 20.7 0.1 1992 2010 216 8,722,000 24.2 7 4.2
20.7 ～ 20.8 0.1 1992 2010 216 8,722,000 21.8 7 4.4
20.8 ～ 20.9 0.1 1992 2010 216 8,722,000 20.2 10 4.5
20.9 ～ 21.0 0.1 1992 2010 216 8,722,000 23 7 4.3
21.0 ～ 21.1 0.1 1992 2010 216 8,722,000 19.5 7 4.6
21.1 ～ 21.2 0.1 1992 2010 216 8,722,000 20.2 8 4.5
21.2 ～ 21.3 0.1 1993 2010 204 8,238,000 14 12 5.0
21.3 ～ 21.4 0.1 1993 2010 204 8,238,000 21.2 10 4.4
21.4 ～ 21.5 0.1 1989 2010 252 10,176,000 18.5 12 4.6
21.7 ～ 21.8 0.1 1988 2010 264 10,660,000 18.5 20 3.9
21.8 ～ 21.9 0.1 1988 2010 264 10,660,000 14 21 4.1
21.9 ～ 22.0 0.1 1988 2010 264 10,660,000 21.2 13 4.4
22.8 ～ 22.9 0.1 1993 2010 204 8,238,000 21 9 4.4
22.9 ～ 23.0 0.1 1993 2010 204 8,238,000 15.5 11 4.9
23.0 ～ 23.1 0.1 1993 2010 204 8,238,000 15.8 11 4.9
23.1 ～ 23.2 0.1 1993 2010 204 8,238,000 18 14 4.5
24.5 ～ 24.6 0.1 1992 2010 216 8,722,000 39 16 3.3
24.6 ～ 24.7 0.1 1992 2010 216 8,722,000 39 13 3.3
24.7 ～ 24.8 0.1 1992 2010 216 8,722,000 32 22 3.1
24.8 ～ 24.9 0.1 1992 2010 216 8,722,000 35 16 3.5
24.9 ～ 25.0 0.1 1992 2010 216 8,722,000 38 6 3.4
25.0 ～ 25.1 0.1 1992 2010 216 8,722,000 40 7 3.3
25.1 ～ 25.2 0.1 1992 2010 216 8,722,000 40 9 3.3
25.2 ～ 25.3 0.1 1992 2010 216 8,722,000 37 7 3.4
26.7 ～ 26.8 0.1 1988 2010 264 10,660,000 20 9 4.5
26.8 ～ 26.9 0.1 1988 2010 264 10,660,000 16.2 11 4.9
26.9 ～ 27.0 0.1 1989 2010 252 10,176,000 14.8 12 4.9
27.0 ～ 27.1 0.1 1989 2010 252 10,176,000 18.5 14 4.5
27.1 ～ 27.2 0.1 1989 2010 252 10,176,000 19.2 13 4.5
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1986/3 0 0 0 0.69 1.95 9.3
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1986/10 7 283,000 3.43 3.38 1.68 6.7
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1987/4 13 525,000 3.45 3.69 1.55 6.7
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1987/6 15 606,000 3.45 4.56 1.15 6.6
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1987/10 19 767,000 3.45 5.81 1.49 6.4
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1988/4 25 1,010,000 3.45 6.06 1.75 6.3
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 1989/4 37 1,494,000 3.45 7.44 1.78 6.2
27.2 ～ 27.3 0.1 1986/3 2010 288 11,629,000 13.2 21 4.2
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⑤健全度評価 

劣化予測、工法毎耐用年数算定 

・データ総数 n= 38

・階級数 1+3.3log10n= 6

・範囲 max-min= #########

・階級幅 範囲 / 階級数
＝ 1,871,634
≒ 1,000,000

・凡例

範囲 ランク名前 階級値
ランク毎
データ数

最大値
Xmax

75%タイル
値

Q3/4

中央値
Median

Q2/4

25%タイル
値

Q1/4

最小値
Xmin

IQR
Q3/4-Q1/4

0 A 500,000 5 6.70 6.70 6.65 6.55 6.40 0.2
1,000,000 B 1,500,000 2 6.30 6.28 6.25 6.23 6.20 0.0
8,000,000 I 8,500,000 21 5.00 4.50 4.30 3.40 3.10 1.1

10,000,000 K 10,500,000 9 4.90 4.75 4.50 4.50 4.40 0.3
11,000,000 L 11,500,000 1 4.20 4.20 4.20 4.20 4.20 0.0

パラメーター名称 MCI

y = -2E-07x + 6.6241

R2 = 0.9508
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◆ひび割れに着目した対策・評価基準について 

 

一般的に、ひび割れは舗装の耐久性に直接影響する。降雨時にはひび割れから雨

水が浸入し、路床・路盤に達すると支持力が低下し、構造上の破壊の要因となる。 

H18舗装修繕の実施方針において、ひび割れ率40%以上となった場合、維持修繕を

必要としており、疲労破壊を伴っている場合は、ひび割れ率 30%以上としている。 

また、道路維持修繕要綱においては、交通量に応じてひび割れ率 30～50%を対策

要否の目安としている。 

 

しかしながら、当該区間はコンクリート版の上にアスファルト舗装が被覆された構造と

なっており、粒状路盤材上にアスコン層がある構造のような亀甲状ひび割れはみられず、

大半がコンクリート舗装目地上に発生したリフレクションクラックであることから、経年変化

によるひび割れ率の増加も、下記図のとおりひびわれ率 15～25%程度で高止まりしてい

る傾向がみられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該路線における累積 49ｋN 輪数とひび割れ率の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 0.0011x0.5969

R2 = 0.8447
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路面性状値(H22) ひび割れ15.8%、わだち11mm、MCI=4.9

◆MCI に着目した対策・評価基準について 

 

MCI は 10 点満点の減点法で評価されており、概ねの目安として、供用開始直後に

８～９の値をとり、以後交通荷重などの影響を受けて時間とともに低下し、およそ10年

程度で４～５以下となる。（但し、交通量、道路特性、地域によって大きく異なる） 

 

第 34 回建設省技術研究会報告（S55 年度）における MCI の評価は以下のとおりで

ある。 

望ましい管理水準 MCI 5 以上 

補修が必要である MCI 4 以下 

早急に補修が必要である MCI 3 以下 

 

 県土整備部の舗装長寿命化計画においては、交通量区分ごとに必要となるサービ

ス水準を考慮し、下記のとおり管理水準をランク分けしている。 

 

当路線においては、大型交通量が N6 交通（旧 C 交通）の主要地方道であり、沿道

には店舗や住居が多く存在することから、上記 N5 交通（旧 B 交通）における管理水準

以上の水準が求められる。 

よって、MCI 5 未満を補修水準とし、管理方法は計画的対応とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型交通量の区分

A

B

C

N5交通以上
旧B交通以上

N4交通
旧A交通

N3交通以下
旧L交通以下

補修水準 管理方法

MCI4未満

MCI3未満

MCI2未満

計画的対応
（管理水準　高）

計画的対応
（管理水準　中）

事後保全的対応
（管理水準　低）

ランク

⑦対策工法の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート舗装版
30cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm
応力緩和層（FMS）2cm

補修

9年後

応力緩和目地
アスコン充填
50ｍに1箇所設置

切削 7cm後

リフレクションクラック
ひび割れ注入補修

補修前
リフレクションクラック発生
わだち掘れ発生
コンクリート版座屈の危険性あり

C＞10%
となる

7年後

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 5cm後

MCI＜5
となる

4年後

リフレクションクラック
ひび割れ注入補修

C＞10%
となる

4年後

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 5cm後

MCI＜5
となる

以降繰り返す

クラック防止シート クラック防止シート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート舗装版

補修

補修前
リフレクションクラック発生
わだち掘れ発生
コンクリート版座屈の危険性あり

クラック防止シート
基層As（粗粒As）5cm
表層As（改質Ⅱ型）5cm

30cm
応力緩和目地
アスコン充填
50ｍに1箇所設置

クラック防止シート

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 5cm後

切削 7cm後

4年後

リフレクションクラック
ひび割れ注入補修

C＞10%
となる

4年後

クラック防止シート

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 5cm後

MCI＜5
となる

以降繰り返す

5年後

C＞10%
となる

リフレクションクラック
ひび割れ注入補修

7年後

MCI＜5
となる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート舗装版
30cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm

補修

応力緩和目地
アスコン充填
50ｍに1箇所設置

切削 7cm後
補修前
リフレクションクラック発生
わだち掘れ発生
コンクリート版座屈の危険性あり

4年後 4年後 4年後

以降繰り返す

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 7cm後

目地充填材

クラック防止シート

リフレクションクラック
ひび割れ注入補修

表層As（改質Ⅱ型）5cm
切削 5cm後

目地充填材

クラック防止シート

リフレクション
クラック
ひび割れ注入補修

C＞10%
になる

MCI＜5
になる

C＞10%
になる

MCI=0

MCI=1

MCI=2

MCI=3

MCI=4

MCI=5

MCI=6

MCI=7

MCI=8

MCI=9

MCI=10
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・
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S・
x

経過年数（年）

健全度の推移

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３
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経過年数（年）

コスト比較表（割引率4%考慮）

シナリオ1 シナリオ2

シナリオ3 シナリオ4

◎採用¥10,498,000

¥11,070,000

¥13,016,000

¥10,749,000

ライフサイクルコスト比較

1,000ｍ2当たり直接工事費
検討期間　50年

（現価法　割引率4％）

シナリオ1

シナリオ2

シナリオ3

シナリオ4

⑧最適シナリオ(補修工法)決定 

◆舗装における評価基準について 

 

前出§4-2 において、舗装の性能指標評価は「ひび割れ」、「わだち掘れ」、「平たん

性」およびこれらを組み合わせた評価値である「MCI」にて行うものとした。 

ここでは、評価ランク毎の補修工法および管理水準について検討する。 

 

ⅰ）評価ランク毎の補修工法および対策水準について 

評価ランク毎の補修工法は、各都道府県等で様々な位置付けを行っている。 

本業務においては、県土整備部における舗装長寿命化計画、国土交通省における

「平成 18 年度 舗装修繕の実施方針」、および日本道路協会「道路維持修繕要綱」に

ついて比較検討を行う。 

 

県土整備部における舗装長寿命化計画の管理水準・補修基準は下記のとおりである

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 18 年度 舗装修繕の実施方針」（国交省）における、修繕の工法選定目安は

下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型交通量の区分

A

B

C

N5交通以上

旧B交通以上

N4交通
旧A交通

N3交通以下
旧L交通以下

補修水準 管理方法

MCI4未満

MCI3未満

MCI2未満

計画的対応

（管理水準　高）

計画的対応
（管理水準　中）

事後保全的対応
（管理水準　低）

ランク

舗装の補修基準 

① Ｎ４交通量以上で設計期間を10年から20年に延長し延命化を図る。 

② 改質アスコンの使用範囲を拡大し、耐久性の向上を図る。 

③ ライフサイクルコストの小さいコンクリート舗装の採用を検討する。 

④ 延命化対策を行った場合には、掘り起こし規制を厳密に適用する。 

0mm以上
10mm未満

10mm以上
20mm未満

20mm以上
30mm未満

30mm以上
35mm未満

35mm以上
40mm未満

40mm以上

0％以上
10％未満

10％以上
20％未満

20％以上
30％未満

30％以上
35％未満

35％以上
40％未満

40％以上

ひび割れ率

わだち掘れ量

修繕工法適用区間（切削オーバーレイ等）

切削工法
（こぶ取り）

シール材注入工法
疲労破壊の場合、

修繕工法適用

シール材注入工法
+

切削工法

図種

区分

照査 設計 製図

施工年度

施行箇所

工 事 名

群馬県

路 線

河 川
名

測量会社名

設計会社名

管理技術者名

管理技術者名

測量年月日

設計年月日

平成25年度 縮 尺

図

面

番

号

No.

枚中

補修標準横断図

主 要 地 方 道 前 橋 館 林 線

太 田 市 新 田 市 野 井 町 地 内

東 部 県 民 局 太 田 土 木 事 務 所

プ ロ フ ァ 設 計 株 式 会 社

S=1:50

平成25年 11月松 井 隆 行

700 3250 3250 700

7900

450 3250 2750 3250 500

10200

既設Co舗装版 7900(想定) 拡幅部 2300

500 3000 3250 500

10500

3250

既設Co舗装版 7900(想定) 拡幅部 2600

700 3250 3250 700

7900

既設Co舗装版 7900(想定)

NO.6+10(23.20kp)

既設Co舗装版 7900(想定)

NO.11(23.29kp)

NO.15(23.37kp)

外側線 外側線中心線

既設As全面切削
t=7cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm

リフレクションクラック抑制層 2cm

外側線 外側線中心線進路変更禁止線

既設As切削
t=7cm、W=7.9m

表層As（改質Ⅱ型）5cm

リフレクションクラック抑制層 2cm

既設As取壊
t=10cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm

基層As（再生粗粒）5cm

不陸整正(既設路盤)

NO.0(23.07kp)

外側線 外側線中心線

既設As全面切削
t=7cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm

リフレクションクラック抑制層 2cm

外側線

既設As切削
t=7cm、W=7.9m

中心線 進路変更禁止線 外側線

表層As（改質Ⅱ型）5cm

リフレクションクラック抑制層 2cm

表層As（改質Ⅱ型）5cm

基層As（再生粗粒）5cm

不陸整正(既設路盤)

既設As取壊
t=10cm

図種

区分

照査 設計 製図

施工年度

施行箇所

工 事 名

群馬県

路 線
河 川

名

測量会社名

設計会社名

管理技術者名

管理技術者名

測量年月日

設計年月日

平成25年度 縮 尺

図

面

番
号

No.

枚中

舗装補修展開図

主要地 方道 前橋 館林 線

太 田市 新田市 野井 町 地 内

東部 県民 局 太 田土 木事務 所

プ ロファ 設計 株式会 社

平面 図 S = 1 : 2 0 0

横断 図 S = 1 : 1 0 0

平成25年 11月松 井 隆行
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舗装切断 14.0m

横断側溝

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

応力緩和目地
L=7.9m

A=53.2m2

舗装切断 L=7.9m

舗装切断 L=7.9m

・既設As版切削 t=7cm
・リフレクションクラック抑制工 t=2cm
・表層改質Ⅱ型アスコン t=5cm

・既設As版取壊し t=10cm（想定）
・既設粒状路盤不陸整正
・基層再生粗粒アスコン t=5cm
・表層改質Ⅱ型アスコン t=5cm

・既設舗装版切断(As7cm+Co22cm想定)
・応力緩和目地材(再生粗粒As22cm) 幅30cm
※既設Co舗装版の横目地位置に概ね50m間隔で設置。

凡例

N
O
.
6
+
1
0

N
O
.
6
+
1
0

目地改良

700 3250 3250 700

7900

450 3250 2750 3250 500

10200

Co舗装版 7900(想定) 2300

500 3000 3250 500

10500

3250

Co舗装版 7900(想定) 2600

700 3250 3250 700

7900

Co舗装版 7900(想定)

NO.0(23.07kp)

NO.6+10(23.20kp)

Co舗装版 7900(想定)

NO.11(23.29kp)

NO.15(23.37kp)

コンクリート舗装版

表層補修

補修前
リフレクションクラック発生
わだち掘れ発生

表層As（改質Ⅱ型）5cm
応力緩和層（FMS）2cm

切削 7cm後

コンクリート舗装版
30cm

補修前
コンクリート版座屈の危険性あり

応力緩和目地
アスコン充填
50ｍに1箇所設置


